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(57)【要約】
　液晶表示部４は、湾曲した形状であって座標位置に応
じて視野角が異なる特性の液晶画面を有する。液晶表示
部４の視野角の違いに起因して生じる色シフトを補正す
るための座標毎の補正係数を補正データ記憶部２に格納
しておき、画像補正部１は、画素データの座標に応じた
補正係数を補正データ記憶部２から取得して色補正し、
液晶駆動部３は、色補正した座標毎の画素データを、液
晶画面の当該座標位置に表示させる。



(2) JP WO2012/085981 A1 2012.6.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された映像信号の座標毎の画素データを、液晶画面の当該座標位置に表示する液晶
表示装置において、
　前記液晶画面が湾曲した形状であって座標位置に応じて視野角が異なる特性を有する液
晶表示部と、
　前記液晶表示部の視野角の違いに起因して生じる色シフトを補正する、座標毎の補正係
数を格納する補正データ記憶部と、
　前記入力された映像信号の画素データの座標に応じた補正係数を前記補正データ記憶部
から取得し、当該補正係数を用いて前記画素データを色補正する画素補正部と、
　前記画素補正部が色補正した画素データを前記液晶表示部の液晶画面に表示させる液晶
駆動部とを備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶表示部の液晶画面は、垂直方向に湾曲した曲面形状であって、
　前記補正データ記憶部は、前記液晶画面の垂直方向の座標毎の補正係数を格納し、
　前記画像補正部は、画素データの垂直方向の座標に応じた補正係数を前記補正データ記
憶部から取得し、当該補正係数を用いて垂直方向の視野角の違いに起因して生じる色シフ
トを補正することを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示部の液晶画面は、水平方向に湾曲した曲面形状であって、
　前記補正データ記憶部は、前記液晶画面の水平方向の座標毎の補正係数を格納し、
　前記画像補正部は、画素データの水平方向の座標に応じた補正係数を前記補正データ記
憶部から取得し、当該補正係数を用いて水平方向の視野角の違いに起因して生じる色シフ
トを補正することを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記液晶表示部の液晶画面は球面形状であって、
　前記補正データ記憶部は、前記液晶画面の座標毎の補正係数を格納し、
　前記画像補正部は、画素データの座標に応じた補正係数を前記補正データ記憶部から取
得し、当該補正係数を用いて座標毎の視野角の違いに起因して生じる色シフトを補正する
ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記補正データ記憶部は、前記液晶画面の取り付け角度と当該取り付け角度に応じた座
標毎の補正係数との組を複数格納し、
　前記画像補正部は、外部から与えられる取り付け角度に応じた補正係数を前記補正デー
タ記憶部から取得して色補正に用いることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記補正データ記憶部は、座標毎の補正係数を複数格納し、
　前記画像補正部は、視聴者の指示に応じた補正係数を前記補正データ記憶部から取得し
て色補正に用いることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記補正係数は、画素データの色成分を補正する値であることを特徴とする請求項１記
載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記補正係数は、画素データのガンマ特性を補正する値であることを特徴とする請求項
１記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のうちのいずれか１項記載の液晶表示装置を搭載したことを特徴
とする車載情報機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、湾曲した形状の液晶画面において視野角の違いに起因して生じる色シフト
を補正する液晶表示装置、およびこの液晶表示装置を搭載した車載情報機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、視野角の違いに起因して色シフトが発生する特性がある。例えば図１
４（ａ）に示すような平面形状の液晶画面１０１では、視聴位置１００に正対する画面中
央の画素位置の視野角θ１と、画面端の画素位置の視野角θ２とは角度の差が小さい。そ
のため、視野角の違いによる色シフトの影響が少なく、視聴者は違和感無く画像を見るこ
とができた。
【０００３】
　近年、液晶画面が湾曲形状になった液晶表示装置がある。例えば図１４（ｂ）に示すよ
うな、垂直方向に湾曲した曲面形状の液晶画面１０２では、視聴位置１００に正対する画
面中央の画素位置の視野角θ１と、画面端の画素位置の視野角θ２とでは角度が大きく異
なる。そのため、視野角の違いによる色シフトが発生し、視聴者が正常な画像を見ること
ができなくなる問題があった。
【０００４】
　湾曲した画面に表示する画像の色および形状を補正する従来技術としては、例えば特許
文献１，２がある。これら特許文献１，２では、プロジェクタが投影スクリーン上に画像
を投影するシステムにおいて、投影スクリーン上で生じる色収差を光学的に補正したり、
投影スクリーン上で生じる画像歪みを画像データ上で補正したりする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１１３４１６号公報
【特許文献２】特開２００６－３５０３７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したような視野角の違いに起因して色シフトが生じる課題は、液晶表示装置に特有
の課題であり、特に湾曲形状の液晶画面ではその影響が大きくなるので色補正を行う必要
性が高い。しかしながら、一般的な平面形状の液晶画面ではその影響が小さいので、そも
そも色シフトを補正する必要がなかった。また、従来の特許文献１，２はプロジェクタに
よる投影画像を光学的に補正するものであり、液晶表示装置に特有の色シフトを電気的に
補正することはできない。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、湾曲した形状の液晶
画面において視野角の違いに起因して生じる色シフトを補正して、視聴者に正常な画像を
見せることのできる液晶表示装置および車載情報機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の液晶表示装置は、入力された映像信号の座標毎の画素データを、液晶画面の
当該座標位置に表示する液晶表示装置であって、液晶画面が湾曲した形状で座標位置に応
じて視野角が異なる特性を有する液晶表示部と、液晶表示部の視野角の違いに起因して生
じる色シフトを補正する、座標毎の補正係数を格納する補正データ記憶部と、入力された
映像信号の画素データの座標に応じた補正係数を補正データ記憶部から取得し、当該補正
係数を用いて画素データを色補正する画素補正部と、画素補正部が色補正した画素データ
を液晶表示部の液晶画面に表示させる液晶駆動部とを備えるものである。
【０００９】
　また、この発明の車載情報機器は、上記液晶表示装置を搭載したものである。
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【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、湾曲した形状の液晶画面に表示する画素データを、その座標に応じ
た補正係数を用いて色補正することにより、視野角の違いに起因して生じる色シフトを補
正できるようになり、視聴者に正常な画像を見せることのできる液晶表示装置を提供する
ことができる。
【００１１】
　また、ダッシュボード等の形状に合わせて液晶画面を湾曲させ美観を向上させた場合に
も、視聴者に正常な画像を見せることのできる車載情報機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１に係る液晶表示装置の液晶表示部の形状および座標を示す図であり
、図２（ａ）は正面図、図２（ｂ）は側面図、図２（ｃ）は平面図である。
【図３】実施の形態１に係る液晶表示装置の補正データ記憶部が有する補正係数テーブル
を示す図である。
【図４】実施の形態１に係る液晶表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の液晶表示部の形状および座標を示
す図であり、図５（ａ）は正面図、図５（ｂ）は側面図、図５（ｃ）は平面図である。
【図６】実施の形態２に係る液晶表示装置の補正データ記憶部が有する補正係数テーブル
を示す図である。
【図７】実施の形態２に係る液晶表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図８】この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の液晶表示部の形状および座標を示
す図であり、図８（ａ）は正面図、図８（ｂ）は側面図、図８（ｃ）は平面図である。
【図９】実施の形態３に係る液晶表示装置の補正データ記憶部が有する補正係数テーブル
を示す図である。
【図１０】実施の形態３に係る液晶表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図１１】この発明の実施の形態４に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１２】実施の形態４に係る液晶表示装置の補正データ記憶部が有する補正係数テーブ
ルを示す図である。
【図１３】実施の形態４に係る液晶表示装置を、自動車のダッシュボードに嵌め込んだ場
合の一例を示す。
【図１４】液晶表示装置の視野角特性を説明する図であり、図１４（ａ）は平面形状の液
晶表示装置の視野角特性、図１４（ｂ）は垂直方向に湾曲した形状の液晶表示装置の視野
角特性を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、この発明をより詳細に説明するために、この発明を実施するための形態について
、添付の図面に従って説明する。
実施の形態１．
　図１に示すように、本実施の形態１に係る液晶表示装置は、入力された映像信号の画素
データを補正データ記憶部２から取得した補正係数を用いて補正する画像補正部１と、そ
の補正係数を格納している補正データ記憶部２と、補正された画素データに応じた印加電
圧で液晶表示部４を駆動する液晶駆動部３と、湾曲した形状の液晶画面を有する液晶表示
部４とから構成される。
【００１４】
　図２は、本実施の形態１の液晶表示部４を説明する図である。
　図２（ａ）では、ＷＶＧＡ（Ｗｉｄｅ　Ｖｉｄｅｏ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ａｒｒａｙ）
と呼ばれる８００×４８０ｐｉｘｅｌの解像度の液晶画面を示す。この液晶画面において
、各画素の座標を、水平方向の座標値Ｈｍ（１≦ｍ≦８００）と垂直方向の座標値Ｖｎ（
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１≦ｎ≦４８０）の組み合わせで表す。以下ではＷＶＧＡを例に用いて説明するが、これ
以外の解像度でもよい。
　この液晶画面は、どのように湾曲した曲面形状であってもよいが、本実施の形態１では
一例として図２（ｂ）に示すように垂直方向に湾曲した曲面形状とする。なお、視聴者の
方向に向けて凸形状になる曲面、および凹形状になる曲面のいずれであってもよい。また
、図２（ｂ）では垂直方向の中心付近が最も突出した凸形状に湾曲しているが、これに限
定されるものではなく、湾曲の形状（曲率など）は任意でよい。
【００１５】
　図３は、本実施の形態１の補正データ記憶部２が有する補正係数テーブルである。
　液晶表示部４が垂直方向に湾曲しているため、液晶画面の中央が視野角が最も大きく、
液晶画面の垂直方向の両端になるにつれ視野角が小さくなる。このように、垂直方向に視
野角が異なる画素が発生する。そこで、補正データ記憶部２には、垂直座標Ｖｎに応じた
カラーマネジメント用の補正係数ＣＶｎを格納しておく。この補正係数ＣＶｎは、垂直座
標Ｖ２４０付近の補正量が最も小さく、垂直座標Ｖ１および垂直座標Ｖ４８０になるにつ
れ湾曲形状に応じて補正量が大きくなる。
　なお、補正係数は、入力される映像信号の座標（Ｈｍ，Ｖｎ）毎の画素データに含まれ
る色成分（例えばＲＧＢ信号）を補正する係数でもよいし、ガンマ特性を補正する係数で
もよい。
【００１６】
　次に、図４に示すフローチャートを用いて、本実施の形態１に係る液晶表示装置の動作
を説明する。
　液晶表示装置に映像信号が水平ライン毎（Ｖ１，Ｖ２，・・・，Ｖ４８０）に入力され
ると、画像補正部１がその映像信号を受信して（ステップＳＴ１１）、映像信号中の処理
対象となる画素データについて、液晶表示部４の液晶画面上の位置を示す座標（Ｈｍ，Ｖ
ｎ）を判定する（ステップＳＴ１２）。
【００１７】
　続いて画像補正部１は、判定した座標（Ｈｍ，Ｖｎ）のうちの垂直座標Ｖｎが前回から
更新されているか否かを判定し（ステップＳＴ１３）、垂直座標Ｖｎが更新されていれば
（ステップＳＴ１３“ＹＥＳ”）、画素データが次の水平ラインに移行したと判断して、
次の垂直座標Ｖｎの補正係数ＣＶｎを補正データ記憶部２から取得する（ステップＳＴ１
４）。続いて画像補正部１は、取得した補正係数ＣＶｎを用いて画素データ（Ｈｍ，Ｖｎ
）の色補正を実施する（ステップＳＴ１５）。
【００１８】
　なお、画像補正部１による補正係数を用いた画素データの色補正は、公知のカラーマネ
ジメント技術を用いて実施すればよく、ここでの詳細な説明は省略する。
【００１９】
　一方、垂直座標Ｖｎが更新されていなければ（ステップＳＴ１３“ＮＯ”）、前回の色
補正と同じ水平ラインの画素データが処理対象であるので、前回の色補正で用いたのと同
じ補正係数ＣＶｎを用いて画素データ（Ｈｍ，Ｖｎ）の色補正を実施する（ステップＳＴ
１５）。
【００２０】
　具体的には、画像補正部１が、先ず入力される水平ライン（Ｖ１）の最初の画素データ
（Ｈ１，Ｖ１）に対して、予め補正データ記憶部２に記憶されている補正係数テーブルよ
り垂直座標Ｖ１に応じた補正係数ＣＶ１を読み出し、カラーマネジメント技術により色補
正を実施する。続けて画像補正部１は、同一水平ライン（Ｖ１）の画素データ（Ｈ２，Ｖ
１），（Ｈ３，Ｖ１），・・・，（Ｈ８００，Ｖ１）に対して、順に、補正係数ＣＶ１を
用いて色補正を実施する。色補正の終了した水平ライン（Ｖ１）の各画素データが画像補
正部１から液晶駆動部３へ出力されると、液晶駆動部３によって、それら各画素データが
座標に応じた液晶表示部４の座標位置に表示される。
　その後、画像補正部１は、次の水平ライン（Ｖ２）の画素データ（Ｈ１，Ｖ２）につい
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て、新たに補正係数ＣＶ２を補正データ記憶部２から読み出し、色補正を実施する。
　このような処理を繰り返すことにより、視聴者からの視野角が異なる垂直方向の各画素
に対して、最適な色補正を実施することが可能となる。
【００２１】
　以上より、実施の形態１によれば、液晶表示装置を、液晶画面が垂直方向に湾曲した曲
面形状であって垂直方向の座標位置に応じて視野角が異なる特性を有する液晶表示部４と
、液晶表示部４の液晶画面の垂直方向の座標に応じた補正係数を格納する補正データ記憶
部２と、画素データの垂直方向の座標毎の補正係数を補正データ記憶部２から取得し、当
該補正係数を用いて垂直方向の視野角の違いに起因して生じる色シフトを補正する画像補
正部１と、画像補正部１が色補正した画素データを液晶表示部４の液晶画面に表示させる
液晶駆動部３とを備えるように構成した。このため、液晶画面が垂直方向に湾曲している
ことにより発生する、垂直方向の視野角の違いに起因して生じる色シフトを補正し、視聴
者に正常な画像を見せることが可能となる。
【００２２】
実施の形態２．
　上記実施の形態１では、垂直方向に湾曲した形状の液晶表示部４を有する液晶表示装置
を例に説明したが、液晶表示部４が水平方向に湾曲した曲面形状であってもよい。
　図５は、本実施の形態２の液晶表示部４を説明する図であり、図５（ｃ）に示すように
垂直方向に湾曲した曲面形状である。なお、視聴者の方向に向けて凸形状になる曲面、お
よび凹形状になる曲面のいずれであってもよい。また、図５（ｃ）では水平方向の中心付
近が最も突出した凸形状に湾曲しているが、これに限定されるものではなく、湾曲の形状
は任意でよい。
【００２３】
　なお、本実施の形態２の液晶表示装置は、図１に示す液晶表示装置と図面上では同様の
構成であるため、以下では図１を援用して説明する。
【００２４】
　図６は、本実施の形態２の補正データ記憶部２が有する補正係数テーブルである。
　液晶表示部４が水平方向に湾曲しているため、液晶画面の中央が視野角が最も大きく、
液晶画面の水平方向の両端になるにつれ視野角が小さくなる。このように、水平方向に視
野角が異なる画素が発生する。そこで、本実施の形態２の補正データ記憶部２には、水平
座標Ｈｍ（１≦ｍ≦８００）に応じたカラーマネジメント用の補正係数ＣＶｍを格納して
おく。この補正係数ＣＶｍは、水平座標Ｈ４００付近の補正量が最も小さく、水平座標Ｈ
１および水平座標Ｈ８００になるにつれ湾曲形状に応じて補正量が大きくなる。
　なお、補正係数は、映像信号の座標（Ｈｍ，Ｖｎ）毎の画素データに含まれる色成分（
例えばＲＧＢ信号）を補正する係数でもよいし、ガンマ特性を補正する係数でもよい。
【００２５】
　次に、図７に示すフローチャートを用いて、本実施の形態２に係る液晶表示装置の動作
を説明する。
　液晶表示装置に映像信号が水平ライン毎（Ｖ１，Ｖ２，・・・，Ｖ４８０）に入力され
ると、画像補正部１がその映像信号を受信して（ステップＳＴ２１）、映像信号中の処理
対象となる画素データについて、液晶表示部４の液晶画面上の位置を示す座標（Ｈｍ，Ｖ
ｎ）を判定する（ステップＳＴ２２）。
【００２６】
　続いて画像補正部１は、判定した座標（Ｈｍ，Ｖｎ）のうちの水平座標Ｈｍに対応する
補正係数ＣＶｍを補正データ記憶部２から取得する（ステップＳＴ２３）。続いて画像補
正部１は、取得した補正係数ＣＶｍを用いて画素データ（Ｈｍ，Ｖｎ）の色補正を実施す
る（ステップＳＴ２４）。
【００２７】
　具体的には、画像補正部１が、先ず入力される水平ライン（Ｖ１）の最初の画素データ
（Ｈ１，Ｖ１）に対して、予め補正データ記憶部２に記憶されている補正係数テーブルよ
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り水平座標Ｈ１に応じた補正係数ＣＶ１を読み出し、カラーマネジメント技術により色補
正を実施する。続けて画像補正部１は、同一水平ライン（Ｖ１）の画素データ（Ｈ２，Ｖ
１），（Ｈ３，Ｖ１），・・・，（Ｈ８００，Ｖ１）に対してそれぞれ補正係数ＣＶ２，
ＣＶ３，・・・，ＣＶ８００を読み出してそれぞれ色補正を実施する。（Ｈ８００，Ｖ１
）まで色補正が終了すると、その水平ライン（Ｖ１）の画素データが画像補正部１から液
晶駆動部３へ出力され、液晶駆動部３によって、それら各画素データが座標に応じた液晶
表示部４の座標位置に表示される。
　その後、画像補正部１は、次の水平ライン（Ｖ２）の各画素データについて、水平座標
Ｈ１，Ｈ２，・・・の補正係数ＣＶ１，ＣＶ２，・・・を読み出し、色補正を実施する。
　このような処理を繰り返すことにより、視聴者からの視野角が異なる水平方向の各画素
に対して、最適な色補正を実施することが可能となる。
【００２８】
　以上より、実施の形態２によれば、液晶表示装置の液晶表示部４は、液晶画面が水平方
向に湾曲した曲面形状であって水平方向の座標位置に応じて視野角が異なる特性を有し、
補正データ記憶部２は液晶画面の水平方向の座標毎の補正係数を格納し、画像補正部１は
画素データの水平方向の座標に応じた補正係数を補正データ記憶部２から取得し、当該補
正係数を用いて水平方向の視野角の違いに起因して生じる色シフトを補正するように構成
した。このため、液晶画面が水平方向に湾曲していることにより発生する、水平方向の視
野角の違いに起因して生じる色シフトを補正し、視聴者に正常な画像を見せることが可能
となる。
【００２９】
実施の形態３．
　上記実施の形態１，２では、垂直方向または水平方向のうちの一方向に湾曲した形状の
液晶表示部４を有する液晶表示装置を例に説明したが、液晶表示部４が垂直方向および水
平方向の両方に湾曲した球面形状であってもよい。
　図８は、本実施の形態３の液晶表示部４を説明する図であり、図８（ｂ）は水平座標Ｈ
８００の位置で切断した断面図、図８（ｃ）は垂直座標Ｖ２４０の位置で切断した断面図
である。液晶画面は、視聴者の方向に向けて凸形状になる球面、および凹形状になる球面
のいずれであってもよい。また、図８（ｂ）および図８（ｃ）では垂直方向および水平方
向の中心付近が最も突出した凸形状に湾曲しているが、これに限定されるものではなく、
湾曲の形状は任意でよい。
【００３０】
　なお、本実施の形態３の液晶表示装置は、図１に示す液晶表示装置と図面上では同様の
構成であるため、以下では図１を援用して説明する。
【００３１】
　図９は、本実施の形態３の補正データ記憶部２が有する補正係数テーブルである。
　液晶表示部４が球面形状のため、液晶画面の中央が視野角が最も大きく、液晶画面の４
辺の端になるにつれ視野角が小さくなる。このように、液晶画面の座標位置に応じて視野
角が異なる画素が発生する。そこで、本実施の形態３の補正データ記憶部２には、水平座
標Ｈｍ（１≦ｍ≦８００）および垂直座標Ｖｎ（１≦ｎ≦４８０）の組み合わせで表され
る座標（Ｈｍ，Ｖｎ）に応じたカラーマネジメント用の補正係数ＣＶｍ．ｎを格納してお
く。この補正係数ＣＶｍ．ｎは、座標（Ｈ４００，Ｖ２４０）付近の補正量が最も小さく
、水平座標Ｈ１，Ｈ８００および垂直座標Ｖ１，Ｖ４８０になるにつれ球面形状に応じて
補正量が大きくなる。
　なお、補正係数は、映像信号の座標（Ｈｍ，Ｖｎ）毎の画素データに含まれる色成分（
例えばＲＧＢ信号）を補正する係数でもよいし、ガンマ特性を補正する係数でもよい。
【００３２】
　次に、図１０に示すフローチャートを用いて、本実施の形態３に係る液晶表示装置の動
作を説明する。
　液晶表示装置に映像信号が水平ライン毎（Ｖ１，Ｖ２，・・・．Ｖ４８０）に入力され
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ると、画像補正部１がその映像信号を受信して（ステップＳＴ３１）、映像信号中の処理
対象となる画素データについて、液晶表示部４の液晶画面上の位置を示す画素（Ｈｍ，Ｖ
ｎ）を判定する（ステップＳＴ３２）。
【００３３】
　続いて画像補正部１は、判定した座標（Ｈｍ，Ｖｎ）に対応する補正係数ＣＶｍ．ｎを
補正データ記憶部２から取得する（ステップＳＴ３３）。続いて画像補正部１は、取得し
た補正係数ＣＶｍ．ｎを用いて画素データ（Ｈｍ，Ｖｎ）の色補正を実施する（ステップ
ＳＴ３４）。
【００３４】
　具体的には、画像補正部１が、先ず入力される水平ライン（Ｖ１）の最初の画素データ
（Ｈ１，Ｖ１）に対して、予め補正データ記憶部２に記憶されている補正係数テーブルよ
り座標（Ｈ１，Ｖ１）に応じた補正係数ＣＶ１．１を読み出し、カラーマネジメント技術
により色補正を実施する。続けて画像補正部１は、同一水平ライン（Ｖ１）の画素データ
（Ｈ２，Ｖ１），（Ｈ３，Ｖ１），・・・，（Ｈ８００，Ｖ１）に対してそれぞれ補正係
数ＣＶ２．１，ＣＶ３．１，・・・，ＣＶ８００．１を読み出してそれぞれ色補正を実施
する。（Ｈ８００，Ｖ１）まで色補正が終了すると、その水平ライン（Ｖ１）の画素デー
タが画像補正部１から液晶駆動部３へ出力され、液晶駆動部３によって、それら各画素デ
ータが座標に応じた液晶表示部４の座標位置に表示される。
　その後、画像補正部１は次の水平ライン（Ｖ２）の各画素データについて、各座標（Ｈ
１，Ｖ２），（Ｈ２，Ｖ２），・・・の補正係数ＣＶ１．２，ＣＶ２．２，・・・を読み
出し、色補正を実施する。
　このような処理を繰り返すことにより、視聴者からの視野角が異なる各画素に対して、
最適な色補正を実施することが可能となる。
【００３５】
　以上より、実施の形態３によれば、液晶表示装置の液晶表示部４は、液晶画面が球面形
状であって座標位置に応じて視野角が異なる特性を有し、補正データ記憶部２は液晶画面
の座標毎の補正係数を格納し、画像補正部１は画素データの各座標に応じた補正係数を補
正データ記憶部２から取得し、当該補正係数を用いて座標毎の視野角の違いに起因して生
じる色シフトを補正することができる。このため、液晶画面が球面形状に湾曲しているこ
とにより発生する、各座標位置の視野角の違いに起因して生じる色シフトを補正し、視聴
者に正常な画像を見せることが可能となる。
【００３６】
実施の形態４．
　上記実施の形態１～３に係る液晶表示装置は、液晶表示部４の形状に合わせた１組の補
正係数テーブルを補正データ記憶部２に予め記憶させておく構成にしたが、本実施の形態
４では、複数組の補正係数テーブルを予め記憶させておき、所定条件に応じて補正係数テ
ーブルを切り替える構成にする。
　図１１は、本実施の形態４に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図であり、図１と
同一または相当の部分については同一の符号を付し説明を省略する。図１１に示す液晶表
示装置は新たに、外部より入力された切替信号に応じて補正係数テーブルの切り替えを画
像補正部１ａに指示する補正データ切替部５を備える。また、補正データ記憶部２ａは複
数組の補正係数テーブルを予め記憶し、画像補正部１ａは補正データ切替部５によって指
定された補正係数テーブルを補正データ記憶部２ａから選択して色補正に用いる。
【００３７】
　図１２に、補正データ記憶部２ａの一例を示す。補正データ記憶部２ａは、垂直座標Ｖ
ｎに応じた補正係数ＣＶｎａ，ＣＶｎｂの２つの補正係数テーブルを予め記憶している。
　例えば、液晶表示部４の取り付け角度が異なると視野角特性も変わるので、補正データ
記憶部２ａに取り付け角度ａの視野角特性を補正するための補正係数ＣＶｎａと、取り付
け角度ｂの視野角特性を補正するための補正係数ＣＶｎｂとを記憶させておき、補正デー
タ切替部５が外部より取り付け角度ａ，ｂのいずれか一方を指定する切替信号を受信して
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、画像補正部１ａへ補正係数ＣＶｎａ，ＣＶｎｂのいずれか一方を指示する。これにより
、画像補正部１ａが、液晶表示部４の取り付け角度ａの場合に補正係数ＣＶｎａを使用し
て最適に色補正でき、また、取り付け角度ｂの場合に補正係数ＣＶｎｂを使用して最適に
色補正できる。
【００３８】
　また例えば、視聴者が複数組の補正係数テーブルを切り替えて、所望の色補正がされた
画像を選び、液晶表示部４に表示させるように構成してもよい。図１３に、液晶表示装置
を自動車のダッシュボード１０に嵌め込んだ場合の一例を示す。図中の液晶画面１１が、
液晶表示部４の液晶画面に相当する。この液晶画面１１は、ダッシュボード１０の曲面形
状に合わせて垂直方向に湾曲した形状になっており、曲面形状を統一することで美観の向
上を図っている。視聴者（運転者）によって視聴位置が異なるので、複数の視聴位置それ
ぞれの補正係数テーブル（例えば、図１２の補正係数ＣＶｎａ，ＣＶｎｂ）を予め補正デ
ータ記憶部２ａに記憶しておき、補正データ切替部５が、視聴者が指示する切替信号に応
じて補正係数テーブルを切り替える指示を出し、画像補正部１ａがその指示に応じた補正
係数テーブルを補正データ記憶部２ａから取得して色補正に用いる。
【００３９】
　なお、上記例では補正データ記憶部２ａが２つの補正係数テーブルを記憶しておく構成
にしたが、３つ以上の補正係数テーブルを記憶しておく構成にしてもよいことは言うまで
もない。また、液晶表示部４が水平方向に湾曲した液晶画面、または球面形状に湾曲した
液晶画面の場合も、その形状の視野角特性に応じた補正係数テーブルを複数記憶しておけ
ばよい。
【００４０】
　以上より、実施の形態４によれば、補正データ記憶部２ａは、液晶画面の取り付け角度
と当該取り付け角度に応じた座標毎の補正係数との組を複数格納し、画像補正部１ａは、
補正データ切替部５を経由して外部から与えられる取り付け角度に応じた補正係数を補正
データ記憶部２ａから取得して色補正に用いるように構成した。このため、液晶表示装置
の取り付け角度によらず、視聴者に正常な画像を見せることが可能となる。
【００４１】
　また、実施の形態４によれば、補正データ記憶部２ａは、座標毎の補正係数を複数格納
し、画像補正部１ａは、補正データ切替部５を経由して与えられる視聴者の指示に応じた
補正係数を補正データ記憶部２ａから取得して色補正に用いるように構成した。このため
、視聴位置によらず、視聴者に正常な画像を見せることが可能となる。
【００４２】
　なお、上記実施の形態１～４では、曲面形状または球面形状に湾曲した液晶画面を例に
説明したが、これに限定されるものではなく、例えば自由曲面であってもよい。その場合
、補正データ記憶部２，２ａに、自由曲面形状に応じた、各座標の視野角による色シフト
を補正可能な補正係数を記憶させればよい。
【００４３】
　上記以外にも、本願発明はその発明の範囲内において、各実施の形態の自由な組み合わ
せ、あるいは各実施の形態の任意の構成要素の変形、もしくは各実施の形態において任意
の構成要素の省略が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　以上のように、この発明に係る液晶表示装置は、湾曲した形状の液晶画面において視野
角の違いに起因して生じる色シフトを補正するようにしたので、ダッシュボードの形状に
合わせて湾曲する車載用ディスプレイ、車載用オーディオ・ビデオ機器、車載用ナビゲー
ション機器等の車載情報機器に用いるのに適している。
【符号の説明】
【００４５】
　１，１ａ　画像補正部、２，２ａ　補正データ記憶部、３　液晶駆動部、４　液晶表示
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部、５　補正データ切替部、１０　ダッシュボード、１１　液晶画面、１００　視聴位置
、１０１　平面形状の液晶画面、１０２　曲面形状の液晶画面、θ１，θ２　視野角。

【図１】 【図２】
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